
マイタイムラインの作り方

広島県自主防災アドバイザー

柳 迫 長 三



国土交通省資料から



◎西日本豪雨災害時、避難すべき状況にあった84％が避難していない。
（広島市避難検証委員会報告から）

◎避難しなかった理由は、
「家の方が安全だと思った。」49％
「自分の周辺は大丈夫と思った」44％
「避難する間の道のりが怖かった」
「家族を考えると避難できなかった。」

危機意識の低さ＝危険認識や判断の甘さ

避難の決断の遅さ

避難したくても避難できなかった事情を抱えていた。

住民が避難をためらう主な要因

①危機感の欠如「自分は大丈夫」という考え方。
災害を過小評価する正常性バイアスにより判断を迷うケースが多い。

②避難情報の理解が浅い。
天気予報と気象情報の違い（前と後）



● 早めの避難

● 近隣のお宅へ声掛け避難

（呼びかけ避難）



（例）台風のフェーズ



早めの避難

●遅れた避難は、かえって危険

平成26年8月20日広島豪雨災害
避難路となる市道は、大量の水で避難には使えない

安佐南区八木3丁目

安佐北区可部東2丁目



知りたいことは防災気象情報から
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3時間前3日前5日前1週間前 1時間前

7日 週間天気予報
●5日 早期注意情報（警報級の可能性）

15時間 今後の雨 1時間 雨雲の動き

知りたいこと

・警報級の現象の有無や影響の程度

知りたいこと（いつ、どこで、何が、どの程度）

・今後の雨で夜間の大雨災害発生リスクを把握
・警報･注意報（今後の推移）で警戒･注意する時間帯を把握
・キキクルで今いる場所で災害の危険度を把握

現象発生

●6時間 警報・注意報、今後の推移

●3時間 洪水キキクル

●指定河川洪水予報

●2時間 土砂キキクル

1時間 浸水キキクル

5日 台風予報
2日 天気予報（明後日まで）

1日 広島県気象情報

定期的に発表・更新

災害が見込まれる場合に随時発表・更新

● 警戒レベルと対応づけられた情報

●2時間 土砂災害警戒情報

●大雨特別警報

顕著な大雨に
関する情報

3時間 現象発生までのリードタイム（猶予時間）

他の情報が予想を扱うことに対して
大雨の実況を伝える解析情報

10分更新

記録的短時間
大雨情報



大雨災害への対応 情報入手から判断、行動へ
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情報
入手

判断

行動

大竹市防災情報等
メール配信サービス

ハザードマップ キキクル

気象庁ホームページ

広島県ホームページ
広島県防災情報メール



天気予報からこれから起きる天気変化をイメージしましょう
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広島県の天気予報（明日までの詳細）

2021年 7月 8日05時 広島地方気象台 発表

日付 今日 8日(木) 明日 9日(金)

南部 天気
雨 夜 くもり 所により 朝 まで 雷を伴い

非常に 激しく 降る
くもり 時々 雨 所により 雷

0時 03時 06時 09時 12時 15時 18時 21時 24時

未明 明け方 朝 昼前 昼過ぎ 夕方
夜の
はじめ頃

夜遅く

日中 夜

時間を表す用語

⚫ 天気予報 05 11 17時発表
⚫ 大雨のあった7月8日05時に発表した南部の天気予報（今日）から天気変化を
イメージすると
06～18時 雨
06～09時 （朝まで）非常に激しい雨（1時間に50ミリ～80ミリ未満 滝のように降る）
18～24時 （夜）くもり

1時間雨量(mm) 予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 屋外の様子

20以上～30未満 強い雨 どしゃ降り

傘をさしていてもぬれる

一面に水たまりができる

30以上～50未満 激しい雨 バケツをひっくり返したように降る 道路が川のようになる

50以上～80未満 非常に激しい雨 滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）

傘は全く役に立たなくなる
水しぶきであたり一面が

白っ ぽくなり、視界が悪くなる80以上～ 猛烈な雨
息苦しくなるような圧迫感がある。

恐怖を感ずる

雨の強さと降り方



大雨災害のリスクを把握する指標（警報･注意報の基準）
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浸水害
短時間の強雨が原因で、地表水の増加に下水道等の排
水能力が追いつかないことで発生する下水道等の氾濫
による、家屋や農地等の浸水

洪水害
河川の増水・氾濫、堤防の損傷・決壊、
及びこれらによる家屋や農地等の浸水

雨が浸み込んで
土壌中に溜まる

雨が浸み込まず
地表面に溜まる

雨が上流域から集まり
河川を流れ下る

おもな
災害

警報等の
基準

土壌雨量指数 表面雨量指数 流域雨量指数・表面雨量指数

キキクル 土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

警報
大雨警報（土砂災害） 大雨警報（浸水害）

洪水警報
大雨警報（土砂災害、浸水害）

注意報 大雨注意報 大雨注意報 洪水注意報

土砂災害のリスク 浸水害のリスク 洪水害のリスク

土石流 浸水 氾濫

平成23年7月新潟・福島豪雨（新潟県提供）



今いる場所の大雨災害の危険度を把握しましょう
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危険度分布（キキクル）は大雨災害の危険度の高まりを地図上に色分けします。

キキクル：危険度分布の愛称、危険度分布を活用いただくため愛称を公募しました。

土砂災害の危険度
2時間先までの予想を含む

浸水の危険度
1時間先までの予想を含む

洪水の危険度
3時間先までの予想を含む

災害切迫 危険 警戒 注意

表示している危険度の配色（黒、紫）は令和4年6月30日に運用開始するイメージであり、現時点（5/29）の配色とは異なります。



気象情報とは？

● 災害情報・
気象情報の確認

●下記の変更には注意
土砂災害警戒情報
線状降水帯情報の発表



線状降水帯の予測をはじめます（令和4年6月1日から）
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⚫ 甚大な災害を引き起こす可能性のある線状降水帯の発生予測には技術的な課題が多くあります。

⚫ 気象庁では早めの避難につなげるため技術開発を進めて、現状の技術で可能な予測の第一歩として
情報発表を開始します。

線状降水帯による大雨の可能性がある程度高い場合に

気象情報で半日程度前から中国地方等の地方予報区単位等でお知らせし警戒を呼びかけます。

中国地方で
線状降水帯発生の
可能性がある！

中国地方で線状降水帯が
発生する可能性があり
局地的大雨になるおそれ

今夜は災害が発生するような大雨になるかもしれない
⚫ 避難所の開設の手順・役割を確認しておこう
⚫ 水防体制を確認しておこう

今夜は災害が発生する
ような大雨になるかも
しれない

今夜は急に避難が必要に
なるかもしれない

中国地方では、線状降水帯が
発生して大雨災害発生の危険
度が急激に高まる可能性があ
ります・・・

線状降水帯が発生した場合は、
局地的にさらに雨量が増える
おそれがあります・・・

気象情報

⚫ 線状降水帯発生の可能性に言及するフレーズを挿入
⚫ 予想雨量と併せ線状降水帯が発生した場合には
さらに状況が悪くなる可能性を伝える

気象庁・水管理・国土保全局 「今出水期から行う防災気象情報の伝え方の改善について」別添資料を加工
https://www.jma.go.jp/jma/press/2205/18a/20220518_jyouhoukaizen.html



いつ避難するか？

〇避難レベルの改正に注意

〇要支援者対策

地域の連携

（自主防災組織・社会福祉協議会）

〇ハザードマップで確認
自宅・職場の危険性
避難経路の確認



何をするのか？

●連絡・情報交換＝スマートフォンがあれば・・
※安否確認
※防災情報メール配信サービス

●集合場所の確認

災害用伝言ダイヤル１７１



避難するときは？

●非常持ち出し品を点検・準備

〇食品や飲料水は賞味期限のチェック
を忘れずに。

〇欲張り過ぎない。
（重さの目安は 男性で15㎏、女性で
10㎏）

〇背負いやすいリュックサックにまと
める。

非常持ち出し品リスト

1、貴重品 □現金、□預貯金通帳、□カード類、□印鑑
□免許証、□権利証書、□健康保険証、□貴金属類、
□鍵（自宅・車）、□住所録のコピー

2、飲料水・非常食
（調理せずそのまま
食べられるもの）

□ミネラルウオーター、□乾パンやクラッカー、
□缶詰、□割り箸、□スプーン・フォーク、□皿・
コップ、
【乳幼児のいる家庭】□哺乳食、□粉ミルク（哺乳瓶）
【ペットのいる家庭】□ペットフード

3、応急医薬品
※薬品は温度・湿度が
高い所では、変質する場
合もあります。保管場所
に注意しましょう

□絆創膏、□ガーゼ、□包帯、□三角巾、□はさみ、
□ピンセット、□刺抜き、□消毒薬、□脱脂綿、□
傷薬、□風邪薬、□胃腸薬、□鎮痛剤、□解熱剤、
□目薬、
【持病のある方】□常備薬

4、情報、照明 □携帯ラジオ、□懐中電灯（できれば一人に一つ）、
□予備の乾電池（多めに）、□携帯電話（充電器も）

5、生活用品 □ヘルメット、□マスク、□ゴーグル、□軍手・ゴ
ム手袋、□雨具（傘・レインコート）、□ホイッスル、
□上着類（防寒用）、□下着類（着替え）、□タオル・
ハンカチ、□毛布、□テッシュペーパー・ウエット
テイッシュ、□歯ブラシ、□ライター・ローソク、
□ナイフ、□ビニール袋、
【女性・幼児・老人用に】□生理用品、□紙おむつ
【目・耳の不自由な方】□眼鏡・コンタクトレンズ、
□補聴器



●避難先を決める

自主防災＝自助・共助・近助

行政＝指定避難所・福祉避難所





家族 ・父（職場）

・母（自宅）
・子ども（学校）
・じいちゃん・ばあちゃん

要支援者
● 要支援者とは、情報の入手や発信が困難な人です。

例えば、視聴覚に障害のある人、日本語の分からない外国人など。
知的障害のある人など、理解や判断ができなかったり、時間がかかる人。

移動に介助の必要な人。寝たきりの人、足が不自由な人、乳幼児など。

避難所などでの生活に特段の配慮が必要な人。
情報や行動に制約のある人、慢性疾患のある人、妊産婦など。

―――昼間・夜間の場合をそれぞれ作成します

その他 〇車を高台へ移動する。 〇ペットをどうするか？

※それぞれ
昼間いる場所が違う



ご清聴ありがとうございました。
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※自然災害は、私たちの予測をはるかに超えてやってきます。
「自分の命は自分で守る」覚悟と事前の備えが重要です。


